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太陽と海と
緑豊かなまちづくり

http://www.town.minamichita.lg.jp/
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　2月2日（土）、群馬大学大学院教授の片
田敏孝さんが総合体育館で講演し、釜石
市の子どもが津波から命を守った教訓に
ついて語りました。
　講演では、参加した300人を前に「子ど
もが自分自身で自分の命を守れるかが大
事」と説き、防災教育による意識の植え付
けの大切さを訴えていました。

●平成24年中 火災統計・救急統計

●国民年金だより

●南知多町観光協会 新規職員募集

●お知らせコーナー

●スポーツクラブ会員募集

March
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火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
３
月
１

日
～
７
日
に
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
運
動
は
、
火
災
予
防
思
想
の

普
及
を
図
り
、
火
災
発
生
の
防

止
が
目
的
で
す
。

本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎

え
、
住
宅
火
災
に
よ
る
全
死
者

数
の
う
ち
過
半
数
以
上
を
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
運
動
で
は
、
特
に

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
な
ど
の

災
害
弱
者
を
住
宅
火
災
か
ら
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
住
宅

防
火
対
策
の
推
進
」
を
、
重
点

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
、
住
宅
火

災
防
止
の
た
め
、
次
の
「
住
宅

防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を

使
用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な

ど
を
設
置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

※運用開始前は知多南部消防本部管内（南知多町・美浜町）
の各年中（１月〜12月）、運用開始後は知多地域（５市５町）
の４月〜12月。

１１９番通報の受信から出動指令を行う
までの経過時間も、新システムの導入など
により短縮されました。
センター運用開始前と開始後の119番入電から
出動指令までの経過時間別の割合　（単位：％）

知多広域消防指令センターの運用状況について知多広域消防指令センターの運用状況について知多広域消防指令センターの運用状況について

災 害
種 別回 線

種 別

出動を伴う受信

火災 救急 救助 警戒※ 小計
その他

問 い
合わせ
など

合計（割合%）

NTT１１９ 6 670 7 5 688 1 555 1,2440（52.0）

携帯１１９ 14 425 19 14 472 2 246 7200（30.1）

ＩＰ１１９ 0 219 1 0 220 0 51 2710（11.3）

その他 1 123 4 16 144 0 13 15700（6.6）

合　　計 21 1,437 31 35 1,524 3 865 2,392（100.0）

今後も指令センターと管轄消防本部との連携を深め、
住民のみなさんの期待に応えられる消防体制づくりに
努めてまいります。

年 別

経過時間

運用開始前 運用開始後

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

１分00秒以内 44.6 45.3 42.4 50.3
１分01秒〜２分00秒 45.3 43.7 46.7 43.3
２分01秒以上 10.1 11.0 10.9 06.4

全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い
」

火災・救急などの119番通報受信件数は、1日平均5.5件!!
平成24年４月に運用開始後は、知多半島５市５町の

約62万人からの１１９番通報をすべて指令センターで
受信しています。

このうち、知多南部消防本部管内（南知多町・美浜
町）における１１９番通報受信件数は、１日平均５.５
件（平成24年４月〜12月の火災・救急・救助などの実動を伴うもの）でした。

指令センター運用開始後の１１９番通報受信状況
より早い出動指令が行えるようになりました。
携帯電話の普及に伴い、携帯からの１１９番通報の受信割合が増加傾向にあ

ります。運用開始前は、隣接市町の携帯１１９番を受信した場合、その管轄消
防本部に転送を行っていましたが、知多地域内においては転送する必要がなく
なりました。

知多南部消防組合管内緊急通報受信件数
（平成24年４月１日〜12月31日）　　　　　　　　　　　　（単位：件）

知多地域６消防本部共同運用

平
成
25
年
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動

※ごみ焼きなどへの出動



時間別にみると18時〜20時の時間帯が８件と最も
多く、全体の27.6％を占めました。

29件の火災のうち、その他火災を除く主な出火原
因は、たばこによる火災が５件と最も多く、次いで
放火・放火の疑いによる火災が４件発生しています。

出 火 原 因

時間別出火件数

（件）

0

1

2

3

4

5

6

たばここんろ放火（疑い含む） 電　気 ストーブ

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

過去５年間の主な出火原因の推移

0～2

（件）

0

1

3～5 6～8 9～11 12～1415～1718～2021～23

2

3

4

5

6

7

8

9

建物 車両 その他

月別にみると、１月、３月、７月、８月が４件で
最も多い件数でした。また、６月、10月の火災の発
生はありませんでした。

総出火件数は、前年に比べ７件減少し29件となっ
ています。

出 火 件 数

月別出火件数

建物 車両 その他

建物13件　44.8％その他14件　48.3％

車両２件　6.9％

総出火件数 29件

１月

（件）

0

1

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

2

3

4

5

建物 車両 その他

総
出
火
件
数
は
29
件
で
、
前
年

に
比
べ
７
件
の
減
少
と
な
り
、
月

平
均
で
は
、
２
・
４
件
の
火
災
と

な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
火
気

の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
み
な

さ
ん
の
町
か
ら
火
災
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
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（件） 美浜町 南知多町 合計過去５年間の推移
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平成24年中（１月〜12月） 火 災 統 計



町 別 ・ 月 別 出 場 件 数 （単位：件）

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

（件・人）

1,568

1,612

平成15年

1,605

16年

1,762

17年

1,820

18年

1,809

19年

1,628

20年

1,654

21年

1,809

22年

1,896

23年

1,889

24年

1,623

1,791

1,860 1,864

1,682
1,714

1,870

1,948
1,974

搬送人員 出場件数

救急出場件数および搬送人員の推移（過去10年間）

月 別

町 別
１ ２

090

099

080

３

071

４

060

５

088

６

075

７

093

８

100

９

078

10

062

11

076

合　計

1,952

067 093 076 073 069 106 121 069 093 075 1,020

美 浜 町

南知多町

001 00 00 00 1,002管　　外

189 148 164 136 161 144 199 221 147 155 151

12

079

079

001

159 1,974合　　計

最
多
出
場
件
数
件
数

（
一
か
月
）
８
月

２
２
１
件

（
一
日
）

１
５
件

町
別
・
月
別
出
場
件
数

救急出場件数は、
前年を超え、ワースト記録1,974件!!

救急出場件数は、１日平均 5.4件、前年
を超え過去最多の1,974件でした。

入院を必要としない「軽症傷病者」の割
合は、全体の47.6％となっています。

また、搬送人員の58.2％が高齢者（65
歳以上）の傷病者となっています。

平成24年中（１月〜12月） 救 急 統 計
知多南部消防署 ☎６４−０１１９



1,273件
　64.5％

その他
239件 12.1％交通事故

162件
8.2％

300件
 15.2％

急病

一般負傷 全出場件数
1,974件

899人
　47.6％

死亡 58人
3.1％

その他 1人
0.1％

重 症
297人
15.7％

634人
 33.5％

軽 症

中等症

全搬送人員
1,889人

事
故
種
別
で
み
る
と
、
急
病
が
１，
２
７

３
件
で
最
も
多
く
、
全
体
の
６
４．
５
％
を

占
め
て
い
ま
す
。。

年
齢
区
分
別
で
み
る
と
、
乳
幼
児
以
下

（
４．
０
％
）、
少
年
（
３．
０
％
）、
成
人

（
３
４．
８
％
）、
高
齢
者
（
５
８．
２
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（単位：人）
事故種別

年齢区分 急　　病 一般負傷 交通事故 そ の 他 合　　計

1 ,042 020 004 010 1 ,076

1 ,020 019 010 007 1 ,056

1 ,360 081 107 109 1 ,657

1 ,780 174 048 098 1 ,100

1 ,202 294 169 224 1 ,889

割合（％）

104 .0

103 .0

134 .8

158 .2

100 .0

少　　　　　年
（７歳以上18歳未満）

乳 幼 児 以 下
（７歳未満）

成　　　　　人
（18歳以上65歳未満）

高　　齢　　者
（65歳以上）

合　　　計

傷
病
程
度
別
で
み
る
と
、
死
亡
、
重
症
、

中
等
症
の
傷
病
者
の
割
合
は
全
体
の
５
２．

４
％
、
入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
傷

病
者
の
割
合
は
全
体
の
４
７．
６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

事
故
種
別
の
１
位
は

急
病
で
全
体
の
６
４．

５
％

搬
送
人
員
の
５
８．

２
％
が

高
齢
者
の
傷
病
者

搬
送
人
員
の
４
７．

６
％
が

入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
傷
病
者

消
防
署
で
は
、
み
な
さ
ん
の
大
切
な
生

命
を
守
る
た
め
に
、
い
つ
で
も
救
急
出
場

が
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症

傷
病
者
の
割
合
は
全
体
の
半
数
近
く
を
占

め
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
緊
急
に
救

急
車
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
性
が
な
く
、
自
家
用
車
な
ど
で
直

接
病
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、

消
防
署
で
病
院
照
会
な
ど
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
、迷
わ
ず
一
一
九
番
を

・
意
識
が
な
い

・
呼
吸
困
難

・
激
し
い
頭
痛
、胸
痛
、腹
痛

・
け
い
れ
ん

・
広
範
囲
の
や
け
ど

・
出
血
が
止
ま
ら
な
い
・
・
・
な
ど

大
切
な
命
を
救
う
た
め

救
急
車
の
正
し
い
利
用
を
！

年 齢 別 ・ 事 故 種 別 搬 送 人 員 の 状 況

３月は
「自殺対策強化月間」

愛知県では、毎年約1 ,500人が自ら命を絶
つという深刻な状況です。

自殺は、個人の自由な意思や選択の結果で
はなく、さまざまな問題が絡み合い、心理的
に追いつめられた末の死です。

自殺を考える人の多くが、「眠れない」「原
因不明の体の不調が長引く」「自殺を口にす
る」など、何らかのサインを発しているとい
われています。こうしたサインに家族や周囲
の人が早期に気づき、ひと声かけることや、
早めに専門の相談窓口につなぐことが自殺を
防ぐ大切な第一歩です。

心の悩み相談

あいちこころほっとライン３６５
☎０５２-９５１-２８８１
半田保健所 ☎２１-３３４１



アルコール依存度を
チェックしょう！

H25.3.1 6

　仕事の後の一杯はおいしいものです。また、親しい友人
との語らいの時間のお酒をいっそう楽しくさせてくれます。
しかし、飲み過ぎてしまうと体に負担がかかってしまいます。
お酒と上手に付き合うためのポイントを確認しましょう。

　一番大事なことは、「もう少し飲みたい」と思っても自分でセーブすることです。お酒の適量を守ることが肝心です。

　どんなにいいお酒でも、飲み過ぎは体に悪影響を及ぼします。自分と家族のお酒の飲み方
を見直し、上手にアルコールと付き合っていきましょう。

　お酒を飲み過ぎて、失敗してしまった経験はありませんか？
自分の飲酒パターンをしっかりと把握し、節度ある飲み方を
しましょう。

No.302

１．適量を守ろう

２．飲酒ルールを作ろう ３．飲酒の失敗例から学ぶ

お酒と上手に付き合うポイントお酒と上手に付き合うポイント

　
学
生
で
も
20
歳
に
な
る
と
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
所
得
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

学
生
の
方
は
、「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

　

20
歳
の
誕
生
月
ま
た
は
４
月
に

住
民
票
が
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町

村
の
国
民
年
金
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

前
年
の
所
得
を
確
認
し
て
決
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
承
認
を
受
け
る
と

　

申
請
し
た
年
度
の
４
月
〜
翌
３

月
分
ま
で
の
保
険
料
が
後
払
い
に

な
り
ま
す
。

●
社
会
人
に
な
っ
た
ら

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
２

年
を
経
過
す
る
と
当
時
の
保
険
料

に
加
算
金
が
付
き
ま
す
。
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
、
卒
業
し
た
ら
保
険
料
を
納
め

ま
し
ょ
う
。

●
学
生
で
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合

　

学
生
納
付
特
例
期
間
中
で
な
い

未
納
期
間
中
に
事
故
や
病
気
で
重

い
障
が
い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
に
も

影
響
が
あ
り
ま
す
。

　口座振替をご利用の方は、指定され
た金融機関の口座から引き落としいたし
ます。預金残高の確認をお願いします。

住
民
課
（
内
線
１
１
８
）

国
民
年
金
だ
よ
り

学
生
納
付
特
例
を

　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

◇国民年金の保険料◇

2月分
 納期限 4月1日（月）

たよりにしてます　国民年金

※適量を１日平均純アルコール量男性２０ｇ、女性１０ｇ程度

〈守りたい飲酒ルール〉
●適量を守る
●食べながらゆっくり飲む
●週に２日は休肝日

未成年の飲酒は法律で禁止されています。
飲酒後の運転は、絶対にやめましょう。

〈１日のアルコールの適量〉

〈自分の飲酒パターン見極めポイント〉
●どれくらい飲んだら酔うのか？
●悪酔いするときは、どんな飲み方をしているか？

おつまみは
塩分やカロリー
の低いものを！

アルコール度数

お酒の種類 日本酒 ビール 焼　酎 ワイン ウィスキー

適量の
イラスト

適　量
15% 5% 25% 12% 43%

1合（180ml） 中瓶1本（500ml） 0.5合（100ml） グラス2杯（200ml） ダブル1杯（60ml）



●
災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度
と
は

　

災
害
時
要
援
護
者
が
、
個
別

支
援
者
（
支
援
し
て
ほ
し
い
近

所
の
方
な
ど
）
や
地
域
支
援
者

（
地
元
区
・
自
主
防
災
会
・
消
防
団
・

民
生
児
童
委
員
の
方
な
ど
）
に
支

援
を
依
頼
し
、
町
に
登
録
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
自
分
の
情
報
を
個
別
・
地
域

支
援
者
に
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

町
は
、
申
請
に
基
づ
い
て
登
録

者
の
名
簿
（
登
録
台
帳
）
を
作
り
、

そ
の
名
簿
と
登
録
者
を
表
示
し
た

地
図
を
個
別
支
援
者
や
地
域
支
援

者
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　

個
別
支
援
者
・
地
域
支
援
者
に

は
、こ
の
名
簿
や
地
図
を
使
っ
て
、

災
害
時
の
連
絡
や
、
避
難
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
備

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
災
害
時
要
援
護

者
と
は

　

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
時
に
、
安

全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
や

避
難
先
で
の
生
活
を
続
け
る
こ

と
に
、
周
囲
の
支
援
が
必
要
と

想
定
さ
れ
る
方
を
い
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
災
害
時
に
要
援
護

者
と
し
て
支
援
を
希
望
す
る
」

方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

●災害時要援護者とは
　さまざまな災害が発生した際に、一人では安全な場所に避
難することができない人や、避難先での生活を続けることに
大きな障害が生じることが想定される人をいいます。
　
　●災害時要援護者支援制度とは
　災害時要援護者には、自分の情報を地域で見守ってくれ
る人に出してもいいという条件で、町に登録申請をしていた
だきます。町は、申請に基づいて登録者の名簿と登録者を表
示した地図を作成し、地域で支援してくれる人にお渡ししま
す。支援者には、この名簿や地図を使って災害時の連絡や
避難が迅速に行えるよう、日ごろから備えていただきます。

●地域のみなさんにお願いします
この制度は、地域のみなさんの協力によって成り立つものです。
支援者はあくまでも善意と地域の助け合いにより支援を行うもので、
責任を伴うものではありません。
ぜひ、個別支援者・地域支援者となっていただけるようお願いします。

●登録した人に
　　お願いします
　
　「自分の身は自分で守るという意識
を常に持ちましょう」
　
　この制度の登録により、必ず誰かが助けてく
れるわけではありません。この制度は善意と地
域の助け合いによる支援で、支援者が責任を
負うものではありません。支援者である近所の
人々も、その時にどのような事情が発生してい
るかは分かりません。自分の身は自分で守ると
いう意識を常に持ちましょう。

申請場所
　福祉課
　保健介護課
　各サービスセンター
問合せ
　福祉課社会福祉係
　（内線 121）

H25.3.17

地域で取り組む助け合い地域で取り組む助け合い
～災害時要援護者支援制度の登録を受け付けています！～

災 害 時 要援護者
個別支援者 地域支援者

南知多町役場

個別支援者自身や家族の
安全が確保された後
・安否の確認
・避難の援助

支援

支援

支援
の依
頼

状況報告

状況
報告

情報
提供

避難所での支援
役場への状況報告
地元区・自主防災会
消防団・民生委員
社会福祉協議会

申
請
登
録



　平成24年度町教育研究発表会が総合体育館で開かれ、
教育関係者ら150人が参加しました。
　自分の意見や考えを深め、表現できる子どもの育成につい
ての研究発表（豊浜小・中学校）や、キャリア教育 の視点
から生きる力を育むことを目的とした体験事業の成果報告
（日間賀小学校）があり、参加した教職員は熱心に耳を傾け、
今後の指導に生かしていくことを確認しました。
　また、左記の個人と学校が表彰されました。

　子どもたちに恵方巻きを楽しんでもらおうと、知多乾
海苔問屋協同組合から町に焼きのりが贈られました。
　恵方巻きは、節分の夜にその年の恵方に向かって、
願い事を思い浮かべながら太巻きを丸かじりするのが習
わしとされ、最近では節分の行事としてすっかり定着し
たようです。
　贈られた焼きのりは町内の保育所を通じて、園児に配
られました。

教育研究発表会

まちの話題をお知らせください。　企画課　広報担当（内線333）まで フォトニュースフォトニュース

2
8／ 金

今年の恵方は
“南南東”

2
1／ 金

／

　県内のご当地グルメが集まる「あいち
グルメまるごと食べ隊フェスタ」が久屋
大通公園（名古屋市中区）で開かれ、
町観光協会が参加しました。
　愛知ならではの食文化を全国へ広め
ようと開かれたこのイベント。南知多町
からはシラスや干物がブースに並びまし
た。また、ご当地ゆるキャラやアイドル
も集合。「ミーナ」と「しらっぴーな」が
南知多町の魅力をアピールしてくれてい
ました。

ご当地グルメが
大集合

2
17日

H25.3.1 8

教育委員会表彰者
●教育研究論文（個人）
特　選
勝又　章恵（日間賀中）

竹内　稔博（日間賀中）

佳　作
間瀬　匡（日間賀中）

●学校表彰
文部科学大臣（学校保健）表彰
　内海中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略

かつまた　　  あきえ

たけうち　　  としひろ

　

 ま　せ　　 ただし



職　　種 一般事務職（企画事務）
募集人員 １人
採用予定日 平成２５年４月１６日（試用期間６か月）
受験資格 35歳以下
　　　　 ①土、日、祝日勤務可能な方
　　　　 ②パソコン操作（エクセル、ワード、パワーポイントなど）が可能な方
　　　　　 ③普通自動車免許を取得している方
　　　　 ④南知多地域の観光振興に熱意のある方
勤務場所 南知多町観光協会事務局（南知多町観光案内所内）
勤務内容 各種イベント行事の企画・出展・運営、観光情報収集・発信、観光案内、宿泊施設の紹介、
　　　　　　電話対応など
給　　与 月額 170,000円
　　　　 ※上記以外に通勤手当、住居手当（賃貸住宅の場合に限る）が支給されます。

試験内容 ●一次選考　３月１７日（日）
　　　　　　　書類選考
　　　　　　●最終選考　３月２２日（金）
　　　　　　　面接、作文
提出書類　　・履歴書（写真貼付）
　　　　　　・作文（８００字以内）
　　　　　　・紹介状（ハローワークで紹介を受けた場合）
　　　　　　※履歴書、作文用紙は協会事務局から送付します。
申 込 み　 ３月１５日（金）までに提出書類を下記へ（郵送可３月１５日必着）
　　　　　　※提出書類は返却しません。
問 合 せ　 南知多町観光協会事務局（南知多町観光案内所内）
　　　　　　〒470-3321　南知多町大字内海字先苅３１－２
　　　　　　☎ 62-3100　 FAX 62-3520　午前１０時～午後４時（月曜日を除く）
　　　　　　Mail　info@minamichita-kk.com
　　　　　　URL　http://minamichita-kk.com

H25.3.19

南知多町観光協会

新規職員 募集新規職員 募集新規職員 募集新規職員 募集

　

愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

看
護
職
の
求
職
者
・
求
人
施
設
と

も
に
無
料
で
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

結
婚
、
子
育
て
、
介
護
な
ど
で
看

護
職
を
離
れ
た
方
、
も
う
一
度
キ
ャ

リ
ア
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
再
就
業
を
考
え
て
い
る

看
護
職
の
方
や
就
業
中
の
看
護
職

の
方
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
心
配

ご
と
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
ご
相
談

◆
再
び
看
護
の
仕
事
を
し
た
い
け

　
れ
ど
も
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
自

　

信
が
な
い

◆
病
院
で
し
か
働
い
た
こ
と
が
な

　

く
、
他
の
現
場
が
わ
か
ら
な
い

◆
今
の
職
場
を
継
続
し
よ
う
か
辞

　
め
よ
う
か
悩
ん
で
い
る

◆
看
護
の
資
格
を
得
る
に
は
ど
ん

　
な
方
法
が
あ
る
の
か

問
合
せ　
愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
2-

8
7
1-

0
6
0
0

看
護
職
の
就
業
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す

看
護
職
の
就
業
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す

看
護
職
の
就
業
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す



職
種

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー（
正
職
員
）

②
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
臨
時
職
員
）

③
事
務
局
職
員（
臨
時
職
員
）

応
募
資
格

①
介
護
福
祉
士
資
格

②
介
護
支
援
専
門
員

採
用
予
定
人
員
各
１
人

採
用
予
定
日

平
成
25
年
４
月
１
日

受
付
期
間

３
月
15
日（
金
）ま
で

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
日
を
除
く
）

試
験
日
程

３
月
21
日（
木
）
午
前
９
時
（
受

付
８
時
40
分
～
）

一
般
教
養
試
験
・
作
文
・
面
接

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

場
所
内
海
字
城
下
63
‐
１

城
下
住
宅
Ｃ
棟
２
０
２
号

規
格
１
Ｄ
Ｋ
　
39
・
８
㎡
　

家
賃
月
額
１
３，
８
０
０
円
～

３
０，
２
０
０
円
（
所
得
月
額
に

よ
り
決
定
）

共
益
費
２，
０
０
０
円

敷
金
家
賃
の
３
か
月
分

申
込
資
格
（
概
略
）

⑴
町
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
勤
務

場
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と

⑵
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

⑶
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
こ
と

⑷
収
入
基
準
（
所
得
月
額
）
に
適

合
し
て
い
る
こ
と

⑸
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

所
得
月
額

⑴
15
万
８
千
円
以
下
（
一
般
の
世

帯
）

⑵
21
万
４
千
円
以
下
（
老
人
、
身

体
障
が
い
者
な
ど
）

申
込
み

３
月
１
日（
金
）～
22
日（
金
）に

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
町
営
住
宅
入
居
申
込
書

⑵
住
民
票
の
写
し

⑶
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類

⑷
申
込
者
と
家
族
全
員
の
収
入
を

証
明
す
る
書
類

⑸
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

選
考
方
法

申
込
者
の
資
格
を
審
査
の
う
え
、

住
居
困
窮
度
の
高
い
世
帯
か
ら
入

居
決
定
し
ま
す
。
順
位
の
定
め
難

い
場
合
に
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま

す
。

入
居
時
期
４
月
１
日（
月
）

入
居
決
定
者
は
、
連
帯
保
証
人

２
人
が
必
要
で
す
。

※
申
込
書
は
、
役
場
建
設
課
ま
た

は
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

ト
ン
ボ
玉
（
ガ
ラ
ス
製
の
玉
）

を
利
用
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。

手
作
り
の
た
め
世
界
に
ひ
と
つ
、

あ
な
た
だ
け
の
宝
物
に
な
り
ま
す
。

と
き
３
月
26
日（
火
）
午
後
１

時
～
３
時

と
こ
ろ
山
海
公
民
館

対
象
小
・
中
学
生

講
師
加
川

�
�
�

良
宏

�
�
�
�

さ
ん
・
恵�

�
子�

さ

ん定
員
10
人

参
加
費
５
０
０
円

持
ち
物
上
履
き

申
込
み
３
月
19
日（
火
）ま
で
に

社
会
教
育
課（
総
合
体
育
館
内
）へ

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と
き
３
月
16
日（
土
）

と
こ
ろ
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ

お
は
な
し
広
場
（
午
後
１
時
～
）

・
ラ
ン
プ
の
会
に
よ
る
人
形
劇

・
え
ほ
ん
村
に
よ
る
大
型
紙
芝
居

・
じ
ゃ
ん
け
ん
。本
の
会
に
よ
る
大

型
紙
芝
居

ク
ラ
ブ
紹
介
タ
イ
ム
（
午
後
１
時

35
分
～
）

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
よ

る
活
動
紹
介

映
画
会
（
午
後
２
時
10
分
～
）

「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
３
」（上
映
時
間
98
分
）

く
じ
引
き
大
会（
午
後
３
時
50
分
～
）

古
着
を
利
用
し
て
、
環
境
に
や

さ
し
い
布
ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き
３
月
13
日（
水
）・
22
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
知
多
南
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー

参
加
費
３
０
０
円

定
員
各
回
８
人

申
込
み
知
多
南
部
衛
生
組
合
へ

募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員

町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
６
５
‐
２
６
８
７

催
し

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

知
多
南
部
衛
生
組
合
☎
６
２‐０
４
０
２

役 場　 ☎ 6 5 − 0 7 1 1
FAX 6 5 − 0 6 9 4

町
営
住
宅
の
入
居
者

建
設
課

(

内
線
２
３
４)

ガ
ラ
ス
工
芸
教
室
Ⅱ

社
会
教
育
課
☎
６
５
‐
２
８
８
０

み
ん
な
集
ま
れ

春
の
こ
ど
も
ま
つ
り

社
会
教
育
課
☎
６
５
‐
２
８
８
０

入
場
無
料



訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
の

契
約
や
商
品
の
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重

債
務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が

対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と
き
３
月
21
日（
木
）
午
前
10

時
～
正
午
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
二
会
議
室（
２
階
）

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

障
が
い
の
種
別
や
問
題
の
大
き

さ
に
関
わ
り
な
く
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

必
ず
守
り
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
３
月
12
日（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
一
会
議
室（
１
階
）

※
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な
い

方
は
、個
別
の
相
談
も
可
能
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
☎
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル：

soudan@dune.ocn.ne.jp
わ
っ
ぱ
る
　
☎
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル：soudan-co@wappa-no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
協
議
会
「
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

か
り
る
ん
」
は
平
成
25
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
本
協
議
会
が

保
有
し
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、ビ
デ
オ
、

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
貸
出
に
つ
い

て
は
、
社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
き
３
月
６
日（
水
）・４
月
10

日（
水
）
午
後
６
時
～
７
時
30
分

３
月
30
日（
土
）・４
月
20
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
自
衛
隊
半
田
地
域
事
務
所

採
用
種
目
幹
部
候
補
生

受
験
資
格
20
歳
以
上
26
歳
未
満

（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
）

※
22
歳
未
満
は
大
卒（
見
込
）者
、

大
学
院
修
士
課
程
修
了（
見
込
）者

は
28
歳
未
満

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正

さ
れ
、
労
使
協
定
に
よ
り
継
続
雇

用
す
る
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

企
業
は
以
下
の
い
ず
れ
か
の
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
（
一
部
経
過
措

置
有
り
）。

①
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
き
上
げ

②
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
継
続

し
て
雇
用
す
る
制
度
の
導
入

③
定
年
の
定
め
の
廃
止

と
き
３
月
16
日（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
半
田
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー内
容

次
で
お
困
り
の
方
の
面
接
・
電
話

相
談

●

消
費
者
被
害

●

財
産
管
理

●

遺
言

●

成
年
後
見
な
ど
の
高
齢
者
・
障

が
い
者
に
関
す
る
諸
問
題

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
町
民
会
館
へ

・
少
年
用
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
１
対

南
知
多
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
敬
称
略
）

役
場

☎65−0711　FAX65−0694
 minamichita@town.minamichita.lg.jp

案
内

消
費
生
活
相
談
窓
口

産
業
振
興
課

(

内
線
２
４
２)

平
成
25
年
度

自
衛
官
採
用
説
明
会

半
田
地
域
事
務
所
☎
２
１
‐０
０
０
４

寄
贈

障
が
い
の
あ
る
方
や

ご
家
族
の
巡
回
相
談

福
祉
課

(

内
線
１
２
３)

「
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
か
り

る
ん
」
を
廃
止
し
ま
す

社
会
教
育
課
☎
６
５
‐
２
８
８
０

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
へ
の

対
応
準
備
は
お
済
み
で
す
か

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
半
田
☎
２
１‐０
３
６
７

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

高
齢
者
・障
が
い
者
く
ら
し
の

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

司
法
書
士
会
　
半
田
支
部

☎
３
２
‐
８
８
９
５

平成25年度
町ホームページ・バナー
広告を募集します
掲載位置 トップページ広告枠

募集枠数 ８枠
※掲載位置の指定はできません。

規格など
・サイズ：縦50ピクセル×横180ピクセル
・画像形式：GIF（静止画のみ）、JPEG、PNG
・容量：８KB以下

掲載料 １枠当たり５，０００円（月額）

その他 申込み方法など、詳細は町ホームペ
ージをご覧ください。

問合せ 企画課（内線３３３）
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スポーツクラブの
会員を募集します
スポーツクラブの
会員を募集します
スポーツクラブの
会員を募集します

『健康づくり』『友達づくり』『生きがいづくり』のために、スポーツクラブに参加しませんか。
※ 各クラブの活動内容、申込み方法などは直接各クラブにお問い合わせください。

種　　目

野　　球

柔　　道

剣　　道

団体名・活動
地区など

少年軟式野球

少年柔道教室

豊浜少年剣道クラブ

MFC.Voice　

師崎サッカー少年団

ゲートボール

サッカー

ソフトバレーボール

バドミントン

ミニバスケットボール

バレーボール

一　般

対　　象

小学２～６年生

年長～小学６年生

小学生

年齢不問

園児～中学生

小学生

中学生

　

小学生（女子）

一　般

小学生～一般

高校生以上

代表者
申込み・問合せ

電話番号

相川　勇次

遠藤　里美

吉田　容子

大岩　　隆

磯部　友也

中川　和人

内田　　正

中村　敦史

鈴木　伸芳

平野　尚子

吉澤　保則

澵井　英樹

河合　正吉

65-2172

62-1539

65－0242

62－2330

090-2573-8637

090-1742-3750

090-7853-0137

090-1479-7936

090-1987-7893

62－3775

62－1893　

090-1726-9497

62-1203

あいかわ　　 ゆうじ

えんどう　　 さとみ

 よしだ　　　ようこ

おおいわ　　　 たかし

 いそべ　　　ともや

なかがわ　　かずひと

 うちだ　　　　ただし

なかむら　　 あつし

  すずき　　 のぶよし

  ひらの　　  なおこ

よしざわ　　やすのり

  さらい　　　ひでき

  かわい　　 まさよし

南知多サッカー
スポーツ少年団

内海・豊浜・大井・
師崎・篠島・日間賀島

内海・豊浜・大井

南知多サッカー
スポーツ少年団
ジュニアユース



広 告

町
外
か
ら
移
住
し
、
昨
年
４
月
か
ら
ハ
ー
ブ
栽
培
で
新
規
就
農
し
た
ご
夫
婦

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
南
知
多
町
に
移
住
し
た
経
緯
は
？

知
り
合
い
か
ら
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ハ
ー
ブ
栽
培
に
土
壌
が
適
し
て

い
る
と
聞
き
、
こ
こ
だ
と
思
い
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

■
栽
培
す
る
も
の
を
ハ
ー
ブ
に
決
め
た
理
由
は
？

子
ど
も
が
病
気
を
し
た
時
に
、
ハ
ー
ブ
を
薬
草
と
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
き

っ
か
け
。
調
べ
て
み
る
と
、
料
理
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
ガ
ム
や
石
け
ん
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
加
工
で
き
る
た
め
、
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
た
こ
と
が
大
き

い
で
す
。

■
荒
地
か
ら
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、苦
労
し
た
こ
と
は
？

自
然
な
状
態
の
土
壌
で
な
る
べ
く
栽
培
を
し
た
い
た
め
、
最
初
は
道
具
を
使

っ
て
自
力
で
耕
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
放
っ
て
お
く
と
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
た

め
大
変
で
、
昨
年
は
借
り
た
土
地
の
３
割
程
度
し
か
使
え
な
か
っ
た
。
今
年
は

重
機
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
昨
年
の
10
倍
は
収
穫

し
た
い
で
す
ね
。

■
育
て
る
に
当
た
り
、
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

一
年
を
通
し
て
の
日
当
た
り
な
ど
を
考
え
、
土
壌
の
性
質
や
環
境
に
あ
っ
た

も
の
を
育
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
抱
負
を
ど
う
ぞ

今
年
は
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
に
挑
戦
し
ま
す
。
駆
け
出
し
の
た
め
、
地
元
の
人

た
ち
に
助
け
て
い
た
だ
く
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
い
ず
れ
は
観
光
農
園
を
開
け

る
ほ
ど
に
な
り
、
地
元
産
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

町内でハーブ栽培を営む

剛
こわ

谷
たに

哲
てつ

司
じ

さん・久
く

美
み

さん



町税の休日収納窓口
と　き ３月10日（日）午前９時〜正午
ところ 役場税務課
問合せ　税務課徴収係（内線143・144）

豊　浜
師　崎
篠　島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数 １月中の異動

内　海

区分地区

人口と世帯数（住民基本台帳） 平成25年１月末現在

（　）内はうち外国人数　　　〈　〉内はうち外国人が世帯主の世帯数

町内の火災・救急・交通事故（平成25年１月）
火災・救急

火災件数 0件 ( 0件) 〈 −3〉
うち建物 0件 ( 0件) 〈 −3〉
救急件数 93件 ( 193件) 〈 −6〉
うち急病 64件 ( 64件) 〈−14〉

交通事故
件　　数 2件 ( 2件) 〈 −3〉
死　　者 0人 ( 0人) 〈 ±0〉
重軽傷者 3人 ( 3人) 〈  −4〉

※(　)内は今年の累計
〈　〉内は前年同期との比較

▲
　

▲
　

　
▲

▲
▲

人
2 ,695

（008）
2 ,706

（062）
2 ,418

（060）
910

（018）
1 ,012

（ 0− 0）
9 ,741

（148）

人
2 ,859

（043）
2 ,994

（118）
2 ,470

（025）
915

（004）
1 ,076

（001）
10 ,314
（191）

人
5 ,554

（051）
5 ,700

（180）
4 ,888

（085）
1 ,825

（022）
2 ,088

（001）
20 ,055
（339）

世帯
2 ,048

〈037〉 出生
8人

死亡
37人

転入
32人

転出
56人

2 ,125
〈164〉
1 ,836

〈069〉
623

〈017〉
639

〈 0− 0〉
7 ,271

〈287〉

税の申告はお早めに！
所得税・町県民税の申告期間は３月15日（金）

までです。申告期限間近になりますと大変混雑
します。早めに申告してください。

問合せ 半田税務署　☎ 2 1− 3 1 4 1
役場税務課　内線１４５

安全は
相手を思う

気持ちから



森 田 博 文

趣
味
の
文
芸

俳
句

い　かく

　野犬捕獲器（通称犬籠）は、野犬を捕えるための
仕掛けられた檻のようなものです。これにハクビシンが
入るのは大変珍しいことです。そんな珍しいことが、昨
年本町で２件続けてありました。

　上の写真は、昨年５月５日未明に犬籠に入ったハク
ビシンです。ご覧のようにとてもかわいい顔していました。
しかし、近づくとおびえて小刻みに体を震わせ、なおも
近づくと、威嚇するように「ハウーハウー」と烈しく口
を鳴らしました。頭胴長約 50cm、尾長約 35cmと少
し小ぶり、毛並みは美しく、外傷もなく、引き締まった
体の雌でした。
　持宝院の境内では一昨年からしばしば２頭のハクビ
シンの姿が見受けられました。そのうちの１頭だと思わ
れます。
　ところで、ハクビシンは、お寺にとっては大変困った
存在なのです。天井裏に住み着いて、駆け回り、糞や
尿をして、尿は天井から垂れて仏像や仏具などを汚し
ます。内海には、このような被害にあったお寺があります。
　持宝院にとっては幸いでした。天井裏に入られる前に、
住む場所を少し移動してもらうことが出来ました。

　農道脇の林の下に仕掛け
た犬籠に入りました。昨年６
月12日のことです。
　右目は白く濁って黒目がな
く、視力はないようです。
　餌を求める上で、身を守る
上で大きなハンディを背負っ
て生き抜いてきたのです。
　犬籠の中のドッグフードを
食べ尽くしていたのは空腹の
せいでしょう。体の大きさは、
持宝院のハクビシンとほぼ同
じで、こちらも雌でした。
　今回は、持宝院さん、南

知多町環境課・産業振興課のご協力を頂きました。あ
りがとうございました。

犬籠に入ったハクビシン
いぬかご

じ　 ほう　いん

とよおか　  たか  ぼ へ

と
り
ご
と

ひ

K

　

車
の
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い

ま
す
。
給
油
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て

か
ら
で
も
50
㎞
ほ
ど
は
走
れ
る
よ

う
で
、
こ
れ
を
目
安
に
ガ
ソ
リ
ン

を
入
れ
る
人
も
い
る
み
た
い
で
す
。

私
は
半
分
以
下
に
な
る
と
気
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ラ
ン
プ
が
灯

る
と
そ
わ
そ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
性
格
っ
て
出

る
も
の
で
す
ね
。

3月の町長対話室
皆さまの声をお聞かせください

と　き　　3月31日（日）
　　　　　午前9時～11時30分（一組30分以内）
ところ　　役場　第一会議室（1階）
申込み・問合せ　　企画課（内線332）

申込期限　3月25日（月）午後3時
※詳しくは、町ホームページをご覧ください。

島
二
ッ
向
か
う
渡
船
に
晦
日
雨

澤
山
て
る
子

冬
薔
薇
の
赤
き
蕾
の
細
き
と
げ

鈴
木
す
ず
子

大
霜
に
野
菜
の
う
ま
味
深
ま
り
し

澤
田
さ
ち
子

早
々
と
雛
飾
る
宿
岬
の
村

渡
辺
み
つ
る

昨
日
が
誕
生
日
と
や
初
句
会磯

部　

幸
子

山
寺
の
閑
散
と
し
て
冬
桜

小
林
美
智
子

を
り
〳
〵
に
吹
く
磯
風
も
春
兆
す

磯
部
あ
き
よ

元
日
の
七
人
の
孫
健
や
か
に山

下
美
恵
子

大
井
つ
る
草
会

わ
た
な
べ　
　
　
　

  

い
そ
べ　
　

ゆ
き
こ

こ
ば
や
し　

み
ち
こ

い
そ
べ

や
ま
し
た　

み
え
こ

南知多の自然

H25.3.115

No.262

さ
わ
や
ま　
　
　
　

  

こ

す
ず
き　
　
　
　

 

こ

さ
わ
だ　
　
　
　

 
こ

内海・持宝院の境内で

豊丘・高母袋の農道の脇で

豊丘・高母袋のハクビシン

内
海
・
持
宝
院
の
ハ
ク
ビ
シ
ン
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広 告

中村
����

虹心
� �

ちゃん（篠島）
平成23年11月28日生まれ

（お父さん　祐也
� � �

さん・お母さん　和華
� � �

さん）

山下
����

滋嬉
� � �

ちゃん（師崎）
平成23年12月12日生まれ

（お父さん　卓朗
����

さん・お母さん　ちえ子
�
さん）

濵本
����

侑佳
� � �

ちゃん（片名）
平成23年12月24日生まれ

（お父さん　忠則
����

さん・お母さん　弥生
� � �

さん）

は
じ
め
ま
し
て
！

満
一
歳

で
〜
す
。

田
中
家
の
次
女
と
し
て
、
す
く
す
く
育
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

投稿コーナー

ギャラリー
みなみちた




